
質問 
「意思決定を細やかに支援されたプロセスをお聞かせいただき、ありがとうございます。  

在宅を強く希望する意思が明確な方ですが、ご本人の思いとできること/できないことを明
確にして  

必要な支援を具体的に示していくこと、合意していくことの大切さを学びました。 
神経難病の患者さんは、構音障害などで細やかな意思の確認などが難しくなると思います。  

この事例の場合、長く支援をした中で意思の把握もされていたと思いますが、
症状進行後の意思の変化や、また構音障害などコミュニケーション上の障害が進んでから
出会った場合、  

意思の確認やコミュニケーションをする上でなにか工夫されていることがあったらご教示
ください。」  

回答 
症状進行後の意思の変化や、構音障害などコミュニケーション上の障害から進んでから出
会った場合、意思の確認やコミュニケーションをとる上で工夫していることに対しての返
答です。  
まずはその人がどのような人生を送ってきたのか、何を大事にしていたのか、などの情報を
集めその人を知ることから始めます。  
残存機能を探し、そこにアプローチすることと、コミュニケーションをあきらめない事だと
思います。  
以上です。よろしくお願いいたします。 
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